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議案等の審議（可決・同意等）結果一覧 

第4回定例会
【市長提出議案（18件）】
● 武蔵野市長期継続契約を締結することができる契約を定める条例……………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市みどりの保護育成と緑化推進に関する条例の一部を改正する条例…………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立公園条例の一部を改正する条例………………………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市災害見舞金等支給条例の一部を改正する条例…………………………………………可決（全会一致）
● 東京都三多摩地域廃棄物広域処分組合規約の一部を改正する規約……………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市一般会計補正予算（第4回）………………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例……………………………可決（全会一致）
● 平成17年12月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例…………………………可決（賛成多数）
● 平成17年12月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例…………………可決（賛成多数）
● 平成17年12月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例……………………可決（全会一致）
● 武蔵野市防災・安全センター（仮称）等西棟増築工事請負契約………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市防災・安全センター（仮称）等西棟増築に伴う電気設備工事請負契約……………可決（賛成多数）
● 武蔵野市防災・安全センター（仮称）等西棟増築に伴う給排水衛生設備工事請負契約……可決（賛成多数）
● 武蔵野市防災・安全センター（仮称）等西棟増築に伴う空調換気設備工事請負契約………可決（賛成多数）
● 武蔵野市助役の選任の同意について………………………………………………………………同意（賛成多数)
※武蔵野市助役の退任に伴い、会田恒司氏（市環境生活部長）の選任について、市議会の同意を求めるもの。

● 武蔵野市助役の選任の同意について………………………………………………………………同意（賛成多数)
※武蔵野市助役の退任に伴い、塩沢忠彦氏（市都市整備部長）の選任について、市議会の同意を求めるもの。

● 武蔵野市固定資産評価員の選任の同意について…………………………………………………同意（全会一致)
※武蔵野市固定資産評価員の退任に伴い、塩沢忠彦氏の選任について、市議会の同意を求めるもの。

● 武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例
………………………………………………………………………………………………………………継続審議

【諮問（2件）】
● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて……………………………異議なし（全会一致）
※人権擁護委員、近藤彰子氏の任期満了に伴い、再度候補者として推薦することについて議会の意見を求
めるもの。

● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて……………………………異議なし（全会一致）
※人権擁護委員のうち、任期満了となる委員の後任として、藤井範弘氏を候補者として推薦することにつ
いて議会の意見を求めるもの。

【議員提出議案（3件）】
● 武蔵野市吉祥寺地区の公示地価見直しに関する意見書…………………………………………可決（全会一致）
● 公団住宅家賃の値上げ見合わせ、居住者の居住安定並びに国会決議の全面実現に関する意見書

……………………………………………………………………………………………………可決（全会一致）
● 保育所運営費、学童クラブ運営費等都加算の存続と子育て支援費拡充を求める意見書

……………………………………………………………………………………………………否決（賛成少数）

●規　　格 ：六つ切（紙焼き）、カラー。二重応募（他
のコンテスト等に応募した作品の応募）
は禁じ、未発表・未公開のオリジナル作
品に限ります。写真は編集上、トリミン
グすることがあります。また、応募され
た作品は返却できませんのでご了承くだ
さい。

●内　　容 ：武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定でき
る場合は、ご本人の了承を得てください）。

●審　　査 ：議会広報委員会が審査します。
●発　　表 ：採用された作品は、5月15日発行の市議

会だよりに掲載します。
※賞品等はありませんのでご了承ください。

●著 作 権 ：作品の著作権は製作者本人に帰属します。
ただし、6カ月間、他媒体での発表等をご
遠慮いただくことを、作品採用の条件と
いたします。

●期　　限 ：3月24日（金）当日消印有効
●添付書類 ：撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年

月日・撮影場所・作品名を写真裏面に記
載し、郵送にてご応募ください。なお、
採用された場合、後日作品のコメントを
いただくことがあります。

●宛　　先 ：〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28
武蔵野市議会事務局　市議会だより係

●問い合せ：40422-60-1883

■
採
　
択

・
公
団
住
宅
家
賃
の
値
上
げ
を
見
合
わ
せ
、
居
住
者

の
居
住
の
安
定
を
図
り
、
国
会
決
議
の
全
面
実
現

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

・
八
幡
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
移
転
・
新
築
に

関
す
る
陳
情

・
市
立
境
幼
稚
園
で
の
親
子
企
画
の
充
実
と
支
援
に

関
す
る
陳
情

・
総
合
体
育
館
弓
道
場
「
矢
取
り
道
」
へ
の
屋
根
設

置
に
関
す
る
陳
情

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
に
関
す
る
陳

情
■
意
見
付
き
採
択

・
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
学
童
ク
ラ
ブ
入
所
資

格
の
緩
和
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
新
路
線
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
第
三
期
介
護
保
険
計
画
策
定
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
移
転
後
の
記
念
講

堂
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
取
得
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
記
念
講
堂
及
び
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
関
す
る
陳
情
（
※
）
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自由民主クラブ 460-1884 651-9444
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議会事務局 
◎議会だよりへの御意見、御要望をお聞かせ下さい。 

第
四
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ

た
意
見
書
は
二
件
で
、
政
府

へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
へ

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
地
区
の
公
示
地

価
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

吉
祥
寺
地
区
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
算
定
の
根
拠
と
な
る
公
示
価
格

の
評
価
が
、
都
心
の
銀
座
や
表
参
道
の
一

部
地
域
と
同
等
と
な
っ
て
い
る
。
都
心
の

一
等
地
と
評
価
が
同
じ
と
は
、
明
ら
か
に

問
題
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
吉
祥
寺
地
区
の
公
示
地
価
の

見
直
し
を
強
く
要
望
す
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

公
団
住
宅
家
賃
の
値
上
げ
見
合
わ

せ
、
居
住
者
の
居
住
安
定
並
び
に

国
会
決
議
の
全
面
実
現
に
関
す
る

意
見
書

左
記
事
項
に
つ
い
て
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

一．

継
続
家
賃
改
定
に
際
し
、
値
上
げ
は

見
合
わ
せ
る
こ
と
。

二．

家
賃
減
免
措
置
を
拡
充
し
、
子
育
て

世
帯
に
居
住
支
援
策
を
と
る
こ
と
。

三．

衆
参
両
院
の
付
帯
決
議
を
遵
守
し
、

高
齢
化
と
収
入
低
下
が
著
し
い
居
住
者
の

居
住
の
安
定
を
図
る
た
め
、
万
全
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

（
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

見
書

意

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

武蔵野
市議会
だより

武蔵野
市議会
だより
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助
役
の
選
任
に
同
意

十
二
月
九
日
の
本
会
議
で
、
空
席
と
な
っ
て
い
た
助
役
二
名
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
第
一
助
役：

会
田
恒
司
氏
　

昭
和
四
十
八
年
入
庁
後
、
介
護
保
険
課
長
、

交
流
事
業
担
当

部
長
等
を
経

て
、
平
成
十
六

年
四
月
か
ら
環

境
生
活
部
長
。

五
十
六
歳
。

■
第
二
助
役：

塩
沢
忠
彦
氏
　

昭
和
四
十
四
年
入
庁
後
、
資
産
税
課
長
、
財

務
部
参
事
等
を

経
て
、
平
成
十

五
年
七
月
か
ら

都
市
整
備
部

長
。
六
十
歳
。
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十
二
月
二
日
か
ら
十
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
十
九
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
市
長
就
任
後
初
の
施
政
方
針
演
説
、
こ
れ
に
対
す
る
七
人
の
議
員
か
ら
の

会
派
代
表
質
問
、
災
害
見
舞
金
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
十
八
件
の
市
長
提
出
議
案
や
三
本
の

議
員
提
出
議
案
が
上
程
さ
れ
、
二
十
議
案
が
議
決
、
一
議
案
が
継
続
審
議
と
な
っ
た
ほ
か
、

十
九
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
（
審

議
結
果
一
覧
は
六
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

第
四
回
市
議
会
定
例
会
閉
会

災
害
見
舞
金
等

支
給
条
例
を
改
正

大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
等
に
も
適
用

平
成
十
七
年
十
二
月
十
九
日
の
本
会
議

で
、「
武
蔵
野
市
災
害
見
舞
金
等
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
適
用
さ
れ
な

か
っ
た
大
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
等
に
つ

い
て
も
災
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

見
舞
金
額
は
、
火
事
の
消
火
活
動
に
よ
り

水
損
を
受
け
た
場
合
が
一
万
円
、
豪
雨
に
よ

り
床
上
浸
水
し
た
場
合
が
二
万
円
で
、
本
案

は
同
十
二
日
の
総
務
委
員
会
の
審
査
を
経

て
、
同
十
九
日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
の
退
職
手
当
減
額

議
案
継
続
審
査
へ

邑
上
市
長
の
退
職
手
当
を
、
約
三
分
の
一

に
減
額
す
る
「
武
蔵
野
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
、

十
二
月
九
日
の
本
会
議
に
上
程
、
総
務
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
十
二
日
の
総

務
委
員
会
で
は
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
継
続
し
て
審
査
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
次
回
の
総
務
委
員

会
は
二
月
九
日
開
催
予
定
）。

防
災
・
安
全
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
等
の
工
事

請
負
契
約
を
可
決

武
蔵
野
市
防
災
・
安
全
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

等
西
棟
増
築
の
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

関
連
す
る
三
件
を
含
む
計
四
議
案
が
、
十
二

月
十
二
日
の
総
務
委
員
会
審
査
を
経
て
、
同

十
九
日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
な
ど
に

は
市
民
生
活
の
安
全
拠
点
と
な
り
、
平
常
時

に
は
行
政
と
市
民
の
協
働
の
場
や
会
議
室
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
四
件
の
合
計
契
約
金

額
は
二
十
四
億
二
千
二
十
五
万
円
。
竣
工
は

平
成
十
九
年
五
月
の
予
定
で
す
。

１面写真募集要領　 次回の締切3月24日

このたび、武蔵野市議会では、公職選挙法における寄付行為

の禁止を徹底するため、下記のとおり「寄付行為にかかる申し

合わせ」を行いました。

寄付行為にかかる申し合わせ
議員は、公職選挙法により、選挙区内における寄付行為等が

禁止されている。ところが、このことに関し、先般他県におい

て県議会議員等が、地区運動会に際して、参加費という名目で

数千円を寄付したとして、公職選挙法違反の疑いで、地方検察

庁に書類送検されたという事例があった。

武蔵野市議会においては、平成元年に「虚礼廃止等に関する

申し合わせ」を行い、公職選挙法の遵守に務めてきたが、今後

もこのような事件が起こることがないように、議員自らの自覚

と責任において襟を正していくとともに、改めて法令遵守を確

認し、市民の信頼を得ることに引き続き務めるものである。

また、市の公式的な行事への祝電・弔電や新聞・雑誌等への

議員個人の名刺広告掲載も差し控えることをここに確認する。

平成17年11月25日

武蔵野市議会

◎With You は今回お休みいたします。

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
移
転
後
の
校
地
跡

地
取
得
に
関
す
る
陳
情

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
移
転
後
の
プ
ー
ル

用
地
取
得
に
関
す
る
陳
情

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
に
関
す
る
陳
情

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
移
転
後
の
高
校
用

地
の
取
得
に
関
す
る
陳
情

■
継
　
続

・
「
浜
岡
原
発
震
災
」
に
お
け
る
子
ど
も
と
妊
婦
の

た
め
の
放
射
能
災
害
対
策
に
関
す
る
陳
情

・
旧
農
水
省
跡
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
市
民
へ
の
説

明
会
開
催
に
関
す
る
陳
情

・
農
水
省
跡
地
利
用
施
設
事
業
に
か
か
わ
る
議
論
・

検
討
に
関
す
る
陳
情

・
武
蔵
野
市
長
が
内
閣
総
理
大
臣
に
、「
市
民
の
生
命

を
守
る
た
め
一
刻
も
早
く
浜
岡
原
発
全
基
を
止
め

よ
」
の
要
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

・
北
町
地
区
水
害
を
な
く
す
施
策
実
行
に
関
す
る
陳

情

（
※
）
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

フォトギャラリー

Photo
Gallery

●市議会だよりは、市民の
みなさんからの公募写真を
一面に掲載しています。次
回の応募要領については、
6面をごらんください。
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石
井
一
徳
議
員
●
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

前
市
長
の
市
政
を
三
十
点
と

評
価
し
た
理
由
は

寺
山
光
一
郎
議
員
●
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ

職
員
改
革
の
断
行
は
可
能
か

水
野
　
学
議
員
●
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト

市
民
が
主
役
の
市
政
運
営
を

大
野
ま
さ
き
議
員
●
む
さ
し
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

前
市
政
と
の
違
い
と

幅
広
い
市
民
参
加
の
具
体
策
は

本
間
ま
さ
よ
議
員
●
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団

中
学
校
給
食
の

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

島
崎
義
司
議
員
●
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

中
学
校
給
食
実
施
に
つ
い
て

慎
重
な
表
現
を
す
る
の
は
な
ぜ
か

Kazunori Ishii

Koichiro Terayama

問

今
の
市
政
に
は
、
前
市
長
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
手
法
で
は
な
く
、

全
員
参
加
型
の
仕
組
み
が
求
め
ら

れ
る
。
市
長
の
市
政
に
対
す
る
決

意
を
伺
う
。

答

市
民
参
加
を
重
視
し
た
、
市

民
が
主
役
の
市
政
に
し
た
い
。
行

政
が
先
行
し
過
ぎ
ず
、
市
民
と
と

も
に
歩
ん
で
い
く
ス
タ
ン
ス
が
必

要
で
あ
る
。

問

日
頃
行
政
が
接
触
で
き
な
い

大
多
数
の
市
民
の
意
見
を
正
確
に
把

握
し
、
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
。
次
回
の
市
民
意
識

調
査
は
平
成
十
九
年
に
実
施
の
予
定

だ
が
、
少
し
で
も
早
く
市
民
の
意
見

を
把
握
す
る
た
め
、
実
施
を
一
年
前

倒
し
し
て
は
ど
う
か
。

答

今
後
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
市
民

参
加
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い

く
考
え
で
あ
り
、
同
調
査
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
市
民
参
加
の
仕

組
み
を
整
理
す
る
中
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問

市
長
は
平
成
十
五
年
の
市
長

選
挙
に
出
馬
し
た
際
、
市
長
多
選

Manabu Mizuno

問

昨
年
の
市
長
選
挙
前
の
候
補

者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
邑
上

市
長
は
前
市
長
の
市
政
に
対
す
る

評
価
を
三
十
点
と
し
て
い
る
。
現

状
の
武
蔵
野
市
政
の
ど
こ
が
落
第

点
を
取
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
の

か
、
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答

市
民
参
加
の
手
法
を
評
価
の

尺
度
と
し
た
た
め
、
前
市
長
の
市

政
に
は
合
格
点
を
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
。
市
政
全
体
や
市
議
会
を
評

価
し
た
も
の
で
は
な
い
。

問

市
長
・
市
役
所
交
際
費
を
百

万
円
以
下
に
抑
え
る
こ
と
で
、
市

政
を
支
え
る
広
範
囲
な
個
人
及
び

団
体
と
の
関
係
に
お
い
て
、
礼
を

失
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
す
る
が
い
か
が
か
。

答

香
典
類
や
祝
金
等
、
現
金
を

直
接
渡
す
よ
う
な
つ
き
合
い
方
は

原
則
と
し
て
控
え
て
い
く
。
お
金

を
使
わ
な
い
と
地
域
と
つ
き
合
い

が
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

代 表 質 問

い
。

問

選
挙
の
際
、
職
員
組
合
の
上

部
組
織
の
支
援
が
あ
っ
た
市
長
に
、

職
員
に
と
っ
て
厳
し
い
給
与
改
正

や
定
数
の
削
減
が
で
き
る
の
か
。

答

能
力
給
の
導
入
を
含
め
た
給

与
改
革
を
検
討
し
て
い
る
。
組
合

側
が
同
意
し
て
い
な
い
部
分
も
あ

る
が
、
厳
し
く
見
直
す
と
い
う
姿

勢
を
堅
持
し
た
い
。

問

吉
祥
寺
駅
周
辺
は
都
市
基
盤

整
備
、
商
業
活
性
化
、
防
災
対
策

等
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
今
後

の
吉
祥
寺
の
あ
る
べ
き
姿
を
ハ
ー

ド
面
か
ら
ど
う
考
え
る
か
を
伺
う
。

答

昨
年
度
立
ち
上
げ
た
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
を
再
出
発
さ

せ
、
吉
祥
寺
の
将
来
像
や
具
体
的

な
方
策
等
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

き
た
い
。

こ
の
他
に
中
学
校
給
食
、
大
型

施
設
の
見
直
し
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
等
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
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員
に
対
し
て
は
厳
し
く
対
応
し
て

い
く
。
職
員
交
渉
に
つ
い
て
も
随

時
先
頭
に
立
っ
て
行
っ
て
い
く
。

問

市
長
・
市
役
所
交
際
費
を
総

額
百
万
円
以
下
に
抑
え
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
支
出
基
準
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
市
民
の
安
全
・
安

心
を
守
っ
て
い
る
消
防
団
へ
の
具

体
的
な
対
応
を
伺
う
。

答

香
典
等
を
削
減
し
、
祝
い
金

に
つ
い
て
は
最
低
限
の
必
要
経
費

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
消
防
団

員
の
葬
儀
等
に
つ
い
て
は
可
能
な

限
り
参
列
し
、
消
防
団
員
本
人
の

ご
不
幸
の
場
合
の
み
花
輪
等
の
対

応
を
考
え
て
い
る
。
今
後
基
準
を

明
確
に
し
、
市
民
に
周
知
し
て
い

問

市
長
は
市
長
選
挙
の
際
に
自

治
労
や
市
の
職
員
組
合
の
推
せ
ん
、

応
援
を
受
け
た
。
職
員
の
給
与
・

手
当
の
見
直
し
、
定
数
削
減
、
能

力
給
の
導
入
な
ど
給
与
シ
ス
テ
ム

の
見
直
し
は
困
難
で
あ
る
と
思
う

が
い
か
が
か
。

答

応
援
は
い
た
だ
い
た
が
、
特

に
協
定
等
は
結
ん
で
お
ら
ず
、
職

第4回定例会の2日目の12月6日、市長の施政方針に対して、
7名の各会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。

Masayo HommaMasaki Ohno

Yoshiji Shimazaki

問

小
泉
内
閣
が
進
め
て
い
る
改

革
は
、
国
民
に
痛
み
を
押
し
つ
け

る
政
治
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の

長
と
し
て
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守

る
立
場
で
、
市
独
自
の
公
共
料
金

の
値
上
げ
は
見
合
わ
せ
、
生
活
支

援
型
の
施
策
を
進
め
て
い
く
姿
勢

が
大
事
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答

改
革
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
が
、
現
時
点
で
結
果
を
見
る
と
、

高
齢
者
の
負
担
増
が
か
な
り
問
題

で
あ
り
、
ど
ん
な
対
応
が
可
能
か

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

き
、
必
要
に
応
じ
て
国
等
に
も
声

を
上
げ
て
い
き
た
い
。

問

市
長
が
施
政
方
針
の
冒
頭
に
、

戦
争
の
な
い
世
界
平
和
に
言
及
し

た
の
は
、
大
い
に
評
価
す
る
が
、

憲
法
第
九
条
の
持
つ
意
義
に
つ
い

て
伺
う
。

答

戦
争
の
放
棄
、
戦
力
の
不
保

持
、
交
戦
権
の
否
認
を
う
た
っ
た

第
九
条
の
必
然
性
を
感
じ
て
お
り
、

改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

は
わ
か
ら
な
い
。
第
九
条
は
基
本

的
に
は
守
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問

中
学
校
給
食
の
実
施
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

示
し
て
ほ
し
い
。

答

今
年
度
中
に
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
基
本
的
な
課

題
を
整
理
し
、
十
九
年
度
の
実
施

を
目
標
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

若
年
世
帯
を
含
め
、
市
民
が

市
内
に
住
み
続
け
ら
れ
る
施
策
と

し
て
、
家
賃
補
助
制
度
や
民
間
借

り
上
げ
住
宅
、
市
営
住
宅
の
建
設

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答

本
市
、
特
に
吉
祥
寺
は
、
家

賃
の
問
題
等
が
あ
っ
て
、
な
か
な

か
住
み
づ
ら
い
と
い
う
の
は
確
か

だ
と
思
っ
て
い
る
。
予
算
の
か
か

る
話
で
も
あ
る
が
、
家
賃
補
助
も

含
め
て
今
後
の
研
究
課
題
だ
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
自
治
の
本
旨
、

市
長
と
議
会
と
の
関
係
、
介
護
保

険
料
の
減
免
、
西
部
図
書
館
の
存

続
、
市
職
員
と
力
を
合
わ
せ
た
市

政
運
営
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

え
る
な
ど
多
様
な
工
夫
が
必
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

市
民
が
意
見
を
言
う
場
を
設

け
て
い
く
と
同
時
に
、
市
長
を
初

め
、
職
員
が
地
域
に
出
て
市
民
の

声
を
聞
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。
電
子
メ
ー
ル
等
も
市
民

意
見
を
聞
く
一
つ
の
手
段
と
し
て

活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
、
ソ

フ
ト
面
で
市
民
と
の
協
働
の
取
り

組
み
が
ま
す
ま
す
必
要
と
考
え
る

が
、
本
市
の
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
自

主
防
災
組
織
へ
の
支
援
の
ほ
か
、

有
効
な
啓
発
活
動
な
ど
を
検
討
し

た
い
。

問

吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

委
員
会
を
よ
り
実
践
的
な
活
性
化

策
を
検
討
す
る
場
と
す
る
た
め
に
、

商
店
主
や
市
民
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

ひ
と
ま
ず
、
前
回
の
仕
組
み

を
維
持
し
て
再
開
す
る
。
設
置
期

間
を
延
長
し
、
今
後
、
委
員
の
補

充
・
進
行
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

問

北
町
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
移
転

時
期
が
定
ま
ら
な
い
理
由
は
何
か
。

ま
た
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
今
後
の
方

向
性
を
伺
う
。

問

前
市
政
と
の
違
い
は
何
か
。

答

政
策
決
定
の
過
程
に
市
民
参

加
の
手
法
を
重
視
す
る
点
で
あ
る
。

問

幅
広
い
市
民
参
加
を
促
進
す

る
た
め
の
具
体
的
方
策
は
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電
子
会
議
室
や

電
子
掲
示
板
を
改
善
す
る
等
、
市

民
意
見
を
寄
せ
や
す
い
環
境
を
整
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き
た
い
。

問
「
生
き
る
力
」
を
つ
け
る
体
験

教
育
の
場
で
あ
る
セ
カ
ン
ド
ス
ク

ー
ル
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

答

ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
と
し
て
評

価
し
て
い
る
が
、
期
間
が
長
過
ぎ

る
と
い
っ
た
議
論
も
あ
り
、
一
度

課
題
を
整
理
し
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
た
い
。

問

子
ど
も
の
食
の
乱
れ
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
食
育
が
重

要
で
あ
り
、
小
・
中
学
校
の
授
業

で
親
も
含
め
た
教
育
が
必
要
と
考

え
る
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答

食
育
の
取
り
組
み
は
重
要
で

あ
り
、
中
学
生
の
昼
食
、
食
環
境

の
あ
り
方
を
議
論
す
る
中
で
中
学

校
給
食
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
検

討
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
長
期
計
画
の
見
直

し
、
０
１
２
３
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
少
人
数
学
級
、
情

報
公
開
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

基本姿勢として、市民が主役の市政

を市政運営の基本に据えるとともに、

市長・市役所交際費の見直し、市長退

職金の削減、既存のさまざまな事業や

システムに対する改革・見直しを実施

していきたい。

基本政策として、①中学生の食環境

の充実、少人数制学級や複数担任制の

研究、乳幼児期の子育て支援の充実、

放課後児童対策の充実といった子育て

支援・教育環境の充実、②保健・福祉

の充実、③武蔵境駅南口の農林水産省

食糧倉庫跡地の新公共施設、防災・安

全センター（仮称）など大型施設の見

直し、④様々な緑化の推進、保水性舗

装の導入の検討、ごみの減量への対応、

電線類の地下埋設の促進、バリアフリ

ーのまちづくりの推進、まちづくり条

例の制定、景観条例の制定といった環

境・景観まちづくり、⑤家具転倒防止

金具の取り付け事業に加え、住宅の耐

震補強工事に対する無利子融資制度の

創設を検討するなど災害に未然に対処

し、被害を最小限に食い止めるための

施策の取り組み、水害に対する抜本的

対策の検討といった安全・安心なまち

づくり、⑥自治基本条例の制定に向け

た準備、徹底した情報公開・情報提供、

市民活動団体に対する支援制度の研究

といった市民参加の仕組みづくり、⑦

駅周辺地区の重点的なまちづくり、⑧

新たな市民参加方式による長期計画の

見直し、を行う。

職員の先頭に立って、市民のために

働く市役所を構築するとともに、住民

福祉の向上のため、さらに水準の高い

行政サービスを展開し、いつまでも住

み続けたいと思える武蔵野市を、そし

て実際に住み続けることができる武蔵

野市を築き上げていく。

小
林
清
章
議
員
●
市
議
会
公
明
党

熱
意
足
ら
ぬ

安
心
・
安
全
へ
の
取
り
組
み

長
は
な
ぜ
こ
れ
ら
を
第
一
に
取
り

上
げ
な
い
の
か
。

答

市
民
要
望
が
一
位
だ
か
ら
施

政
方
針
に
書
き
込
む
と
い
う
ス
タ

ン
ス
で
は
な
い
。
日
常
的
に
取
り

組
む
べ
き
重
要
案
件
と
考
え
る
。

問

市
の
住
宅
耐
震
補
強
工
事
に

対
す
る
無
利
子
融
資
制
度
を
検
討
と

あ
る
が
、
国
の
補
助
制
度
等
も
拡
充

の
方
向
に
あ
り
、
ま
ず
は
全
体
像
を

と
ら
え
、
ど
の
程
度
効
果
が
あ
る
の

か
を
見
き
わ
め
る
べ
き
で
は
。

答

家
具
転
倒
防
止
金
具
の
取
り

付
け
に
一
定
の
成
果
が
出
た
と
考

え
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
こ
の

補
助
制
度
を
検
討
し
た
い
。

問

平
成
十
六
年
度
の
市
政
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
安
全
な
市

民
生
活
の
確
保
が
第
一
位
と
な
っ

た
。
本
市
で
は
今
日
ま
で
市
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
を
最
重

要
課
題
と
し
て
、
防
災
対
策
や
災

害
弱
者
対
策
、
防
犯
対
策
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
市

問

防
災
・
安
全
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
防
災

面
に
対
す
る
評
価
が
全
く
さ
れ
て

い
な
い
が
、
必
要
性
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答

機
能
そ
の
も
の
は
必
要
だ
。

計
画
通
り
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問

中
学
校
給
食
を
直
ち
に
実
現

す
る
と
公
約
し
た
が
、
い
つ
か
ら

実
施
す
る
の
か
等
を
明
確
に
す
べ

き
で
は
。

答

十
七
年
度
に
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
十
八

年
度
中
に
は
検
討
を
重
ね
て
試
行

ま
で
行
い
た
い
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施
が

で
き
な
い
か
内
々
に
準
備
を
進
め

て
い
る
。
教
育
委
員
会
に
も
お
願

い
を
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
行
財
政
改
革
、
市

長
・
市
役
所
交
際
費
、
放
課
後
児

童
対
策
、
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
、
長
期
計
画
の
見
直
し
等

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市長の施政方針

Kiyoaki Kobayashi

市政運営の柱は
「市民が主役」
邑上守正市長 Morimasa Murakami

自
粛
条
例
の
制
定
を
選
挙
公
約
に

掲
げ
た
が
、
同
条
例
を
策
定
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答

同
条
例
を
当
時
の
選
挙
公
約

に
掲
げ
た
の
は
、
現
職
市
長
が
対

立
候
補
だ
っ
た
た
め
だ
が
、
今
で

も
市
長
職
は
三
期
十
二
年
ま
で
と

考
え
て
い
る
。
条
例
制
定
は
今
後

検
討
し
た
い
。

問

過
去
に
何
度
も
大
雨
の
被
害

を
受
け
た
吉
祥
寺
北
町
地
域
に
つ
い

て
は
、
下
水
道
の
さ
ら
な
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
含
め
、
今
後
抜
本
的
な
水

害
対
策
に
着
手
す
る
よ
う
求
め
る
。

答

今
後
短
期
で
は
、
吉
祥
寺
北

町
の
青
葉
公
園
ま
た
は
第
四
小
学

校
等
に
雨
水
浸
透
施
設
を
設
置
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
中
長

期
で
は
、
雨
水
を
た
め
る
仕
組
み

が
必
要
と
考
え
、
大
容
量
の
貯
留

施
設
を
検
討
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
市
長
・
市
役
所
交

際
費
、
中
学
校
給
食
、
職
員
定
数

削
減
、
長
期
計
画
の
見
直
し
等
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

答

来
年
度
は
実
現
に
向
け
た
検

討
委
員
会
で
議
論
し
、
平
成
十
九

年
度
実
施
を
目
指
す
。
必
ず
し
も

学
校
給
食
法
上
の
給
食
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
給
食
的
な
も
の
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問

施
政
方
針
で
は
国
際
交
流
に

つ
い
て
、
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
交

流
の
必
要
性
に
し
か
触
れ
て
い
な

い
が
、
既
に
行
っ
て
い
る
ル
ー
マ

ニ
ア
や
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
の
都

市
と
の
交
流
は
見
直
す
考
え
な
の

か
。

答

交
流
の
成
果
を
評
価
し
な
が

ら
考
え
て
い
く
が
、
方
向
性
と
し

て
は
近
隣
諸
国
と
の
交
流
を
今
後

重
視
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。

問

こ
れ
ま
で
本
市
で
と
ら
れ
て

き
た
市
民
参
加
の
手
法
を
ど
の
よ

う
に
検
証
し
、
公
募
委
員
枠
の
拡

大
が
必
要
と
判
断
し
た
の
か
。

答

こ
れ
ま
で
の
方
式
で
は
長
期

計
画
の
策
定
委
員
会
は
市
長
が
指

名
し
た
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

今
後
は
公
募
委
員
枠
を
拡
大
す
る

こ
と
で
多
様
な
市
民
の
意
見
を
集

め
た
い
。

問

市
の
事
業
の
民
営
化
や
民
間

委
託
化
の
推
進
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
使

う
た
め
、
民
営
化
や
民
間
委
託
が

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
方

向
で
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

こ
の
他
に
少
人
数
制
学
級
、
武

蔵
野
プ
レ
イ
ス
（
仮
称
）、
自
治
基

本
条
例
、
長
期
計
画
の
見
直
し
等

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問

選
挙
公
報
で
は
弁
当
も
選
択

で
き
る
中
学
校
給
食
を
直
ち
に
実

現
す
る
と
あ
っ
た
が
、
施
政
方
針

の
中
で
は
学
校
給
食
に
近
い
形
で

食
の
提
供
が
で
き
な
い
か
、
検
討

に
着
手
し
た
い
と
い
う
か
な
り
慎

重
な
表
現
を
し
て
い
る
。
市
の
実

情
を
理
解
し
た
結
果
、
よ
り
現
実

的
な
対
応
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

答

学
校
の
施
設
利
用
計
画
と
の

調
整
が
課
題
で
あ
る
。
学
童
ク
ラ

ブ
は
あ
そ
べ
え
と
連
携
を
図
り
つ

つ
、
存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
通
学
時
の
児
童
の

防
犯
、
新
公
共
施
設
、
北
町
水
害

問
題
、
中
学
校
給
食
、
保
育
園

「
涼
」
環
境
、
外
環
道
路
、
市
役

所
・
職
員
改
革
等
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。



第4回定例会で、3日目、4日目の12月7日、8日市政全般につい
て、19名の議員から一般質問が行われました。この中から質問項
目を要約して掲載します。詳しくは、各市立図書館、各コミュニテ
ィセンター、市役所の市政資料コーナーに置いてある会議録（2月
下旬発行予定）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索
（第4回定例会分は2月14日登録予定）でご覧いただけます。

詳しい内容はこちらのアドレスから検索いただけます。

http://asp.db-search.com/musashino-c/

主体性のない
政治姿勢を断ず

やすえ清治議員
問 邑上市長は就任後、選挙中に公約した
さまざまな政策に対して、ほとんど「検討
する・研究する」としか回答していない。
今後４年間の施策の柱となるべき今回の施
政方針でも、具体的施策の実現方法や理念
は掲載されておらず、それらを持っている
のか大いに疑問である。実現に向けて明確
なビジョンを提示すべきと考えるが見解は。
答 計画づくりについては、あらゆる機会
で市民の声を聞く場を設け、これらをもと
に進めたいと考える。最終的には市長とし
て判断し、議会で議論していただきたい。
このほか、これまでの武蔵野市政、基本

構想のあり方等について質問がありました。

三鷹駅北口周辺　積極的
な駐輪環境整備を求める

向谷千鳥議員
問 三鷹駅北口周辺の駐輪環境について、
①駐輪場整備に向けて、市の対策を伺う②
中央大通り商業施設に駐輪場整備・自転車
整備員の配置を求めるがいかがか③鉄道事
業者への駐輪場整備・対策の働きかけは。
答 ①駐輪場用地の確保、既存駐輪場の形
態の改修等、検討が必要である②東急スト
アが駐輪場の整備を検討している。自転車
整備員の配置も申し入れたい③今まで以上
にあらゆる面での協力を強く要請していく。
問 五小子どもクラブを初め、校外学童ク
ラブの校内移転の具体的方向性を伺う。
答 財政状況や優先順位を勘案し、条件が
整ったところから、順次取り組みたい。

新市政で
少人数学級実現を

梶　雅子議員
問 市や教育委員会の学級編成権が拡大さ
れる方向であるが、①市長が公約で挙げた
｢少人数制学級｣とは②加配教員を活用して、
本市で少人数学級を実施する意向はないか。
答 ①少人数教育の中で、個々に応じた柔
軟な教育・指導を推進することである②加
配教員は、各学級の実情・状態に応じて配
しており、一律に加配する考えはない。
問 吉祥寺駅西口交番裏の高架下を駐輪場
として使用を求めるがいかがか。
答 (株)吉祥寺ロンロンへその旨要請してい
る。今後も継続して協議する予定である。
このほか、成人式での冊子｢ポケット労働
法｣の配布についての質問がありました。

市長の危機管理に
対する姿勢を質す

与座　武議員
問 防災面における市長の現状認識及び優
先すべきと考える課題について伺う。
答 木造建築物の密集地域や耐震化が十分
でない建物、水害が起こり得る地域等があ
る。特に、吉祥寺北町地区の水害対策は緊
急課題であると考えている。
問 鳥インフルエンザは日本でも流行の危
険性があり、国・都で対策を進めていると
聞く。市長は危機意識を持って対処してほ
しいが、本市での対策は考えているのか。
答 関係機関と協議し、庁内に対策を指示
した。今後予防接種の周知等行っていく。
このほか、地方自治の本旨について、長

期計画等についての質問がありました。

邑上新市長の
自治体経営感覚を問う

桑津昇太郎議員
問 邑上市長は、就任以来本市のさまざま
な事業について理解を深めつつあると推察
するが、①選挙時には土屋前市長の手法を
30点と評価したが、大切なのは実績だ。行
政としての本市の評価を改めて問う②公約
に挙げた市役所改革にある「頑張る職員」
像とは③給与システム見直しにおいて、成
果主義や個人評価は導入できるのか。
答 ①行政としては合格点だ②市民に顔を
向ける、他部署との連携を深める、自ら地
域に出る、などを通し、市民のために頑張
る職員となってほしい③今後検討したい。
このほか市長交際費、生涯スポーツ社会

への取り組み等について質問がありました。

邑上市長の
市政運営を質す

井口良美議員
問 平成26年度までにわたる第四期基本構
想・長期計画は、市民の代表である議会が
議決した、いわば本市の憲法だと認識して
いるが、①当計画に基づく市政運営の方針
を伺う②大事なことは市民と決める、との
ことだが、市民意見と議会の意見が異なる
場面ではどのように対処するのか。
答 ①基本構想の枠組みは維持しつつ、長
期計画を見直したい②事業の計画決定プロ
セスではさまざまな市民意見を聞き、最終
的には議会の議決を優先していきたい。
このほか、固定資産税の三多摩格差是正、
都市農業の安全・安心への取り組み、監視
カメラの設置等について質問がありました。
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介護報酬不正請求の
事実を問う

金子　武議員
問 本市において、指定事業所による介護
報酬の不正請求が行われた事実はあるのか。
答 都の指定取り消しによる無資格事業者
への介護報酬128万9,219円が返還対象とな
り、現在まで117万1,044円返還されている。
問 がん予防・早期発見のため施策を伺う。
答 現在実施されている基本健康検診によ
り、各種がん早期発見の実績がある。これ
を継続・拡充し、今後は予防の観点から、
健康講座の企画、啓発活動に取り組みたい。
このほか、｢児童買春、児童ポルノに係る
行為等の処罰及び児童の保護等に関する法
律｣について本市での被害状況・対策、防
犯・安全対策についての質問がありました。

子どもの安全対策強化
を求める

小野正二議員
問 子どもを狙った悲惨な事件が発生して
いる。迅速な安全対策が求められているが
市や学校の対応を伺う。
答 ホワイトイーグル等によるパトロール
を強化した。地域、家庭、警察とも連携し、
危険箇所の点検、集団での登下校、不審者
情報の共有等に取り組んでいる。
問 特別養護老人ホームの入所待機者の解
消が急務である。小規模施設の開設を検討
中とのことだが具体的な解決策を伺う。
答 市民のニーズに合致した施設整備を行
えるよう十分に研究・検討していく。
このほか、障害者福祉についての質問が

ありました。

農水省跡地施設の
コスト削減計画の提示を

山本ひとみ議員
問 先日最高裁で、本市の土地開発公社に
よって市が購入した土地の1件ごとの価格公
開を命じる判決が出された。情報公開条例
の実施機関に土地開発公社を初めとした財
政援助出資団体も加えるよう条例を改正す
べきと考えるが見解は。
答 平成14年4月1日までに、全財政援助出
資団体で条例に準じた内部管理規程を設け
ているため条例改正は考えていない。
問 農水省跡地の新公共施設計画の抜本的
見直しが公約だったが、施設の規模やコス
トの具体的な削減案を示すべきではないか。
答 オープンハウスを開催し、市民の意見
を聞いた上で慎重に検討していきたい。

三鷹駅北口周辺の開発
はどうなっているのか

近藤和義議員
問 三鷹駅北口梅林跡地の民間開発の動向
について周辺住民は注視している。もっと
市は積極的に関与するべきではないのか。
また、当該土地を買収する考えはあるのか。
答 宅地開発指導要綱等に基づき駅前商業
地域にふさわしい開発計画に誘導したい。
今後まちづくり条例の制定を検討する中
で、開発協議で事前に十分調整する仕組み
を考えたい。土地を買収する考えはない。
問 市長・市役所交際費の支出基準を見直
し、香典も出さない方針とあるが、誠意で
葬儀は出せない。支出基準の再考を求める。
答 香典を公金で払うべきではないと考え
ている。誠意を持って付き合いたい。

子育て支援、教育等の
市長の考えを伺う

土屋美恵子議員
問 2人目、3人目を育てたくなる子育て支
援について具体的に伺う。
答 保育園を含む乳幼児期の子育て支援、
あそべえ、学童クラブ等の放課後児童対策、
子育てSOS支援センターの充実など、多様
な子育て支援策を組み合わせていく必要が
あると認識している。
問 家庭教育と学校教育のあり方について
市長の考えを伺う。
答 子育ての基本は家庭にあるが、状況・
環境の変化を踏まえると、子育て中の家庭
を地域で支えていく必要があると考える。
このほか、子育て関連施策の受益者負担

についての質問がありました。

中学校給食実現までの
ロード・マップ
明示することが必要

川名ゆうじ議員
問 中学校給食の実現までのロード・マッ
プ（具体的な日程）について伺う。
答 具体的な実施に向け、今年度は庁内プ
ロジェクトチームを設置して、平成19年度
内の実現を目指し検討、準備する。
問 東京都は、来年度予算から子育て関連
の補助金をまとめて交付金にする子育て推
進交付金（仮称）制度を創設する予定だが、
この制度についての見解を伺う。
答 この制度によって、子育て関連の補助
総額が減額されることのないよう、市長会
でも検討し、意見を都に述べていく。
このほか、市民参加の手法、駐輪場につ

いての質問がありました。

ボランティアに対する
市長の基本理念は

田辺あき子議員
問 市長のボランティアに対する考えは。
答 地域活動を進めていく上で、大きな役
割を担っていると考える。ボランティアの
有償・無償の基準の整理や、参加の仕組み
づくりも含め、積極的に推進していきたい。
問 無償ボランティアへの対価として、地
域通貨を導入する考えはないか。
答 市内で実験的に導入されている地域通
貨の動向も踏まえ、今後も研究していく。
問 武蔵野赤十字病院の市民救急患者の受
け入れを最低限確保すべきではないか。
答 今後病院へ直接働きかけていきたい。
このほか、西部地域のまちづくり、地域

交番の役割等についての質問がありました。

プレイスの規模縮小と
職員給与の改定を質す

田中節男議員
問 武蔵野プレイスについて、①市長の選挙
公約の「縮小」とは何を指すのか②最初に
意見を述べると市民意見を誘導することに
なるため自分の意見は言わないとのことだ
が、縮小の公約を取り下げないと市長の言
う「真の市民参加」に反するのではないか。
答 ①基本計画ができたことを機に広く市
民、議会の意見を求めたい②賛成意見、反
対意見の両方を踏まえて判断する。
問 職員給与は全国第２位の水準で人口当
たりの職員数も近隣市と比べて多い。削減
の意思はあるか。
答 能力給の導入を検討し、改善する。定
数は削減目標を掲げる。

水害を繰り返さない
取り組みについて

きくち太郎議員
問 平成17年9月4日の大雨で、北町を中心
に出水の大きな被害があったが、本市の対
応について、①徹夜で排水業務を行った消
防団や職員に感謝したいが、一部被災者の
方からは不満の声もある。見解は②屋外警
報設備のテスト放送を求めるがいかがか③
ハザードマップを作成・配布すべきでは。
答 ①被災者の気持ちになったきめ細かい
対応が必要だった。地域の抜本的な解決策
は今後検討したい②毎日17時にチャイムを
鳴らしている③作成し、公開していきたい。
問 市の公共施設内に防犯カメラを設置・
録画をするべきと考えるが市長の見解は。
答 カメラ設置の基準づくりを検討したい。

市民要望に迅速に
対応できる情報戦略を

松本清治議員
問 市民への情報提供について、①市長へ
の手紙、タウンミーティングなど具体的な
市民要望に対し市長の考えるリターンのあ
り方は②国の法改正などニュースで伝えら
れた情報を市民にQ＆A方式で提供する考
えは③市政アンケートの回答率向上のため
の工夫、結果報告の迅速性を図られたい。
答 ①要望は聞きっ放しにせず、あらゆる
情報媒体を使って市民に返していく②市民
が必要とする情報源にリンクさせ、的確に
伝わる方法を検討する③回収率向上の工夫
や短期間での結果の公表に努力したい。
このほか、市政アンケート、各種モニタ

ー調査等の質問がありました。

市の土地価格の
情報公開を問う

三宅英子議員
問 武蔵野市土地開発公社の土地購入価格
の情報開示請求を、武蔵野市が非開示とし
た決定を取り消す判決が最高裁で確定した
が、①この件の土地価格をどのように公表
するのか②武蔵野市土地開発公社の所有す
る土地の価格を、決算資料等でわかるよう
にするべきではないか。
答 ①売買代金額開示の決定を行い、開示
請求人に開示文書を送付した②裁判で問題
となった、諸用地等の土地の個別の買収価
格等は決算資料等で公表していきたい。
このほか、市の確認申請業務の改善、武

蔵野日赤病院の産科縮小、吉祥寺美術館の
企画等についての質問がありました。

財政援助出資団体　
見直すべきでは

露木正司議員
問 財政援助出資団体は、設立から20年以
上が経過している団体もあり、そのあり方
について見直す時期に来ていると考えるが、
①客観的な立場で点検・見直しを行う機関
を設置する考えは②団体に市幹部職員が再
就職している現状及び今後について所見は。
答 ①平成19年度に設置予定の第三者によ
る事務事業見直し検討委員会がその役割を
担うのか、下部組織を設置するのか、今後
検討していきたい②市と団体の連携を図
り、市職員を人材活用するということで調
整等を行った結果だと聞いている。今後は
団体の意思にもよるが、民間からの人材登
用等を含め、市職員も活用してもらいたい。

市民参加に向け、
充実した情報提供を

砂川なおみ議員
問 現在市役所に市政資料コーナーを設置
しているが、三多摩地域の行政資料をより
充実させ、司書を配置した市政図書室を設
置する考えはあるか。
答 防災・安全センターの建設に伴い全庁
的なレイアウトを見直す中で市政の情報提
供のあり方も検討していく。
問 ユニバーサルデザインの視点で公共施
設等を見直す必要があると考えるが見解は。
答 誰もが利用しやすいよう当事者だけで
なく専門家も含め、様々な視点でチェック
していく必要があると考える。
このほか、子どもの権利条約についての

質問がありました。

※一般質問とは、議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況及び将来に
対する方針等について所信を質し、あるいは報告を求め、または疑問を質すことをいいます。

●12月22日、総務委員会及び委員外議員の13名が、法政大学第一

中・高等学校（所在地：吉祥寺東町3－5－7）を視察しました。こ

の視察は、同校が平成19年4月に三鷹市へ移転を予定していること

に合わせて、市民から同校の跡地及び施設を市が取得するよう陳

情が出され、議会で採択されたことから、行われたものです。

●10月16日、29日、11月6日に市内3ヵ所で1日プレイ
パーク（冒険遊び場）が開催されました。延べ628名の
子どもたちが参加しました。今後も整備に向けた検討
が進められる予定です。

●11月11日吉祥
寺駅北口広場で

イルミネーショ
ンの点灯式が

行われました。
リニューアルさ

れた駅前広場の
装飾は電球を約

7万5000個使い
「光の壁」をデ

ザインしていま
す。
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議案等の審議（可決・同意等）結果一覧 

第4回定例会
【市長提出議案（18件）】
● 武蔵野市長期継続契約を締結することができる契約を定める条例……………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市みどりの保護育成と緑化推進に関する条例の一部を改正する条例…………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立公園条例の一部を改正する条例………………………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市災害見舞金等支給条例の一部を改正する条例…………………………………………可決（全会一致）
● 東京都三多摩地域廃棄物広域処分組合規約の一部を改正する規約……………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市一般会計補正予算（第4回）………………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例……………………………可決（全会一致）
● 平成17年12月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例…………………………可決（賛成多数）
● 平成17年12月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例…………………可決（賛成多数）
● 平成17年12月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例……………………可決（全会一致）
● 武蔵野市防災・安全センター（仮称）等西棟増築工事請負契約………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市防災・安全センター（仮称）等西棟増築に伴う電気設備工事請負契約……………可決（賛成多数）
● 武蔵野市防災・安全センター（仮称）等西棟増築に伴う給排水衛生設備工事請負契約……可決（賛成多数）
● 武蔵野市防災・安全センター（仮称）等西棟増築に伴う空調換気設備工事請負契約………可決（賛成多数）
● 武蔵野市助役の選任の同意について………………………………………………………………同意（賛成多数)
※武蔵野市助役の退任に伴い、会田恒司氏（市環境生活部長）の選任について、市議会の同意を求めるもの。

● 武蔵野市助役の選任の同意について………………………………………………………………同意（賛成多数)
※武蔵野市助役の退任に伴い、塩沢忠彦氏（市都市整備部長）の選任について、市議会の同意を求めるもの。

● 武蔵野市固定資産評価員の選任の同意について…………………………………………………同意（全会一致)
※武蔵野市固定資産評価員の退任に伴い、塩沢忠彦氏の選任について、市議会の同意を求めるもの。

● 武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例
………………………………………………………………………………………………………………継続審議

【諮問（2件）】
● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて……………………………異議なし（全会一致）
※人権擁護委員、近藤彰子氏の任期満了に伴い、再度候補者として推薦することについて議会の意見を求
めるもの。

● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて……………………………異議なし（全会一致）
※人権擁護委員のうち、任期満了となる委員の後任として、藤井範弘氏を候補者として推薦することにつ
いて議会の意見を求めるもの。

【議員提出議案（3件）】
● 武蔵野市吉祥寺地区の公示地価見直しに関する意見書…………………………………………可決（全会一致）
● 公団住宅家賃の値上げ見合わせ、居住者の居住安定並びに国会決議の全面実現に関する意見書

……………………………………………………………………………………………………可決（全会一致）
● 保育所運営費、学童クラブ運営費等都加算の存続と子育て支援費拡充を求める意見書

……………………………………………………………………………………………………否決（賛成少数）

●規　　格 ：六つ切（紙焼き）、カラー。二重応募（他
のコンテスト等に応募した作品の応募）
は禁じ、未発表・未公開のオリジナル作
品に限ります。写真は編集上、トリミン
グすることがあります。また、応募され
た作品は返却できませんのでご了承くだ
さい。

●内　　容 ：武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定でき
る場合は、ご本人の了承を得てください）。

●審　　査 ：議会広報委員会が審査します。
●発　　表 ：採用された作品は、5月15日発行の市議

会だよりに掲載します。
※賞品等はありませんのでご了承ください。

●著 作 権 ：作品の著作権は製作者本人に帰属します。
ただし、6カ月間、他媒体での発表等をご
遠慮いただくことを、作品採用の条件と
いたします。

●期　　限 ：3月24日（金）当日消印有効
●添付書類 ：撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年

月日・撮影場所・作品名を写真裏面に記
載し、郵送にてご応募ください。なお、
採用された場合、後日作品のコメントを
いただくことがあります。

●宛　　先 ：〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28
武蔵野市議会事務局　市議会だより係

●問い合せ：40422-60-1883
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図
り
、
国
会
決
議
の
全
面
実
現

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

・
八
幡
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
移
転
・
新
築
に

関
す
る
陳
情

・
市
立
境
幼
稚
園
で
の
親
子
企
画
の
充
実
と
支
援
に

関
す
る
陳
情

・
総
合
体
育
館
弓
道
場
「
矢
取
り
道
」
へ
の
屋
根
設

置
に
関
す
る
陳
情

・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
に
関
す
る
陳

情
■
意
見
付
き
採
択

・
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
学
童
ク
ラ
ブ
入
所
資

格
の
緩
和
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
新
路
線
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
第
三
期
介
護
保
険
計
画
策
定
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
移
転
後
の
記
念
講

堂
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
取
得
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
記
念
講
堂
及
び
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

議会ダイヤル 
自由民主クラブ 460-1884 651-9444

民主・市民ネット 460-1889 651-9587 

市議会市民クラブ 460-1885 651-9445 

市議会公明党 460-1887 651-9479 

日本共産党武蔵野市議団 460-1888 651-9485 

むさしのリニューアル 460-1890 651-9604 

無会派議員（第7控室） 460-1886 651-9469 

無会派議員（第8控室） 460-1909 651-9629

議会ダイヤル 

TEL 0422-60-1883
E-Mail OFC-GIKAI@city.musashino.lg.jp
HomePage http://www.city.musashino.tokyo.jp/assembly/

議会事務局 
◎議会だよりへの御意見、御要望をお聞かせ下さい。 

第
四
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ

た
意
見
書
は
二
件
で
、
政
府

へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
へ

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
地
区
の
公
示
地

価
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

吉
祥
寺
地
区
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
算
定
の
根
拠
と
な
る
公
示
価
格

の
評
価
が
、
都
心
の
銀
座
や
表
参
道
の
一

部
地
域
と
同
等
と
な
っ
て
い
る
。
都
心
の

一
等
地
と
評
価
が
同
じ
と
は
、
明
ら
か
に

問
題
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
吉
祥
寺
地
区
の
公
示
地
価
の

見
直
し
を
強
く
要
望
す
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

公
団
住
宅
家
賃
の
値
上
げ
見
合
わ

せ
、
居
住
者
の
居
住
安
定
並
び
に

国
会
決
議
の
全
面
実
現
に
関
す
る

意
見
書

左
記
事
項
に
つ
い
て
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

一．

継
続
家
賃
改
定
に
際
し
、
値
上
げ
は

見
合
わ
せ
る
こ
と
。

二．

家
賃
減
免
措
置
を
拡
充
し
、
子
育
て

世
帯
に
居
住
支
援
策
を
と
る
こ
と
。

三．

衆
参
両
院
の
付
帯
決
議
を
遵
守
し
、

高
齢
化
と
収
入
低
下
が
著
し
い
居
住
者
の

居
住
の
安
定
を
図
る
た
め
、
万
全
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

（
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

見
書

意

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

武蔵野
市議会
だより

武蔵野
市議会
だより

No.317

助
役
の
選
任
に
同
意

十
二
月
九
日
の
本
会
議
で
、
空
席
と
な
っ
て
い
た
助
役
二
名
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
第
一
助
役：

会
田
恒
司
氏
　

昭
和
四
十
八
年
入
庁
後
、
介
護
保
険
課
長
、

交
流
事
業
担
当

部
長
等
を
経

て
、
平
成
十
六

年
四
月
か
ら
環

境
生
活
部
長
。

五
十
六
歳
。

■
第
二
助
役：

塩
沢
忠
彦
氏
　

昭
和
四
十
四
年
入
庁
後
、
資
産
税
課
長
、
財

務
部
参
事
等
を

経
て
、
平
成
十

五
年
七
月
か
ら

都
市
整
備
部

長
。
六
十
歳
。
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十
二
月
二
日
か
ら
十
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
十
九
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
市
長
就
任
後
初
の
施
政
方
針
演
説
、
こ
れ
に
対
す
る
七
人
の
議
員
か
ら
の

会
派
代
表
質
問
、
災
害
見
舞
金
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
十
八
件
の
市
長
提
出
議
案
や
三
本
の

議
員
提
出
議
案
が
上
程
さ
れ
、
二
十
議
案
が
議
決
、
一
議
案
が
継
続
審
議
と
な
っ
た
ほ
か
、

十
九
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
（
審

議
結
果
一
覧
は
六
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

第
四
回
市
議
会
定
例
会
閉
会

災
害
見
舞
金
等

支
給
条
例
を
改
正

大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
等
に
も
適
用

平
成
十
七
年
十
二
月
十
九
日
の
本
会
議

で
、「
武
蔵
野
市
災
害
見
舞
金
等
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
適
用
さ
れ
な

か
っ
た
大
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
等
に
つ

い
て
も
災
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

見
舞
金
額
は
、
火
事
の
消
火
活
動
に
よ
り

水
損
を
受
け
た
場
合
が
一
万
円
、
豪
雨
に
よ

り
床
上
浸
水
し
た
場
合
が
二
万
円
で
、
本
案

は
同
十
二
日
の
総
務
委
員
会
の
審
査
を
経

て
、
同
十
九
日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
の
退
職
手
当
減
額

議
案
継
続
審
査
へ

邑
上
市
長
の
退
職
手
当
を
、
約
三
分
の
一

に
減
額
す
る
「
武
蔵
野
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
、

十
二
月
九
日
の
本
会
議
に
上
程
、
総
務
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
十
二
日
の
総

務
委
員
会
で
は
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
、
今
後
継
続
し
て
審
査
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
次
回
の
総
務
委
員

会
は
二
月
九
日
開
催
予
定
）。

防
災
・
安
全
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
等
の
工
事

請
負
契
約
を
可
決

武
蔵
野
市
防
災
・
安
全
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

等
西
棟
増
築
の
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

関
連
す
る
三
件
を
含
む
計
四
議
案
が
、
十
二

月
十
二
日
の
総
務
委
員
会
審
査
を
経
て
、
同

十
九
日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
な
ど
に

は
市
民
生
活
の
安
全
拠
点
と
な
り
、
平
常
時

に
は
行
政
と
市
民
の
協
働
の
場
や
会
議
室
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
四
件
の
合
計
契
約
金

額
は
二
十
四
億
二
千
二
十
五
万
円
。
竣
工
は

平
成
十
九
年
五
月
の
予
定
で
す
。

１面写真募集要領　 次回の締切3月24日

このたび、武蔵野市議会では、公職選挙法における寄付行為

の禁止を徹底するため、下記のとおり「寄付行為にかかる申し

合わせ」を行いました。

寄付行為にかかる申し合わせ
議員は、公職選挙法により、選挙区内における寄付行為等が

禁止されている。ところが、このことに関し、先般他県におい

て県議会議員等が、地区運動会に際して、参加費という名目で

数千円を寄付したとして、公職選挙法違反の疑いで、地方検察

庁に書類送検されたという事例があった。

武蔵野市議会においては、平成元年に「虚礼廃止等に関する

申し合わせ」を行い、公職選挙法の遵守に務めてきたが、今後

もこのような事件が起こることがないように、議員自らの自覚

と責任において襟を正していくとともに、改めて法令遵守を確

認し、市民の信頼を得ることに引き続き務めるものである。

また、市の公式的な行事への祝電・弔電や新聞・雑誌等への

議員個人の名刺広告掲載も差し控えることをここに確認する。

平成17年11月25日

武蔵野市議会

◎With You は今回お休みいたします。

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
移
転
後
の
校
地
跡

地
取
得
に
関
す
る
陳
情

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
移
転
後
の
プ
ー
ル

用
地
取
得
に
関
す
る
陳
情

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
に
関
す
る
陳
情

・
法
政
大
学
第
一
中
・
高
等
学
校
移
転
後
の
高
校
用

地
の
取
得
に
関
す
る
陳
情

■
継
　
続

・
「
浜
岡
原
発
震
災
」
に
お
け
る
子
ど
も
と
妊
婦
の

た
め
の
放
射
能
災
害
対
策
に
関
す
る
陳
情

・
旧
農
水
省
跡
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
市
民
へ
の
説

明
会
開
催
に
関
す
る
陳
情

・
農
水
省
跡
地
利
用
施
設
事
業
に
か
か
わ
る
議
論
・

検
討
に
関
す
る
陳
情

・
武
蔵
野
市
長
が
内
閣
総
理
大
臣
に
、「
市
民
の
生
命

を
守
る
た
め
一
刻
も
早
く
浜
岡
原
発
全
基
を
止
め

よ
」
の
要
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

・
北
町
地
区
水
害
を
な
く
す
施
策
実
行
に
関
す
る
陳

情

（
※
）
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

フォトギャラリー
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●市議会だよりは、市民の
みなさんからの公募写真を
一面に掲載しています。次
回の応募要領については、
6面をごらんください。

写真 募集中！ 

写真 募集中！ 


